
先月末には、２つの台風が連続して日本列島を通過したために、梅雨の長雨が続き、少し肌寒く感じる日さえ

ありましたが、七月の初めから、天気予報では、30℃を越える予報が連続して並んでいます。いよいよ暑い夏

の到来ですね。ある雨上がりの夕方に、三上山の頂きに横たわる灰色の雨雲の上に、白い入道雲が立ち上がって

いる景色を見ました。これから日中は高温になりますので、ご来院の際は熱中症に気をつけてお越しください。 

皆さんは、最近報道された、野洲市の「中畑・古里遺跡」をご存知でしょうか。調査の結果、弥生時代中期末

～後期初頭の大型掘立柱建物・祭祀土坑・沼沢地、平安時代の掘立柱建物・土坑・溝、鎌倉時代の井戸・溝など

が発見されました。中心となるのは弥生時代の大型建物跡で、床面積は約 126 ㎡で、大阪府の池上曽根遺跡

（弥生時代最大の大型高床建物の発見とされ、約 2,000 年前の日本屈指の巨大集落遺跡で、国の史跡に指定さ

れている）の大型掘立柱建物（約 130㎡）と並ぶ国内最大級の規模で、祭祀を行う神殿だった可能性があると

されています。柱跡は十数カ所見つかり、三上山がすぐ見える場所にあり、約 2 キロ離れた大岩山では過去に

銅鐸 24 個が出土していることから、この建物は集落から離れた場所に位置し、生活空間から切り離された聖

域的な祭祀空間だった可能性が指摘されています。今回野洲の遺跡で見つかった大型建物は、これまで守山市

の伊勢遺跡が起源と考えられてきた大型建物（弥生時代後期中葉）よりも前段階にあたる県内最古の事例で、規

模も最大である「伊勢型」大型掘立柱建物の祖型と位置づけられています。弥生後期に伊勢遺跡で突然現れたよ

うに見えていた大型建物の文化が、実はそれ以前からこの野洲の地で始まっていた可能性を示すものとして、

注目されています。今後、この遺跡の年代的位置づけが確定すれば、近江における「クニ」形成過程を考える上

でかなり重要な発見になりそうです。今回の発掘調査のきっかけは商業施設の事前発掘調査でしたが、「国内最

大級」「伊勢遺跡の祖型」という評価の重さから、国や県による史跡指定の動きを期待したいですね。 
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